
















精神分裂病は思春期に発病しはじめ、40 歳以降に発病することは稀になるという特徴をも

つ疾患である。現在、分裂病はその治療薬の作用機序から脳内におけるドーパミン神経伝

達の過剰によって病状が発現すると考えられている。 

動物あるいはヒトの脳では加齢によってドーパミンや合成酵素の量が減少し、ドーパミン

受容体も減少することが知られているので、40歳以降になって分裂病の発病がほとんどな

くなるのは脳内におけるドーパミンニューロンの活性の低下が関係した現象であると考え

ることができる。 

今のところ、思春期の発症機転については全く解明の試みがなされていない。思春期に体

内で増加する性ホルモンが何らかの機序でドーパミンニューロンを賦活する事実を見出す

ことがこの研究の目的である。 


